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　本年４月、新学科として待望の「国際ビジネス学科」が誕生した。開学以
来２学科体制できたこの 4 年間を締め括り、新たな時代への幕開けとなっ
た。開学より短大で教鞭をとってきた私にとっても感無量であった。
　新入生として国際ビジネス学科１期生 29 名を迎え、新たな短大教育がス
タートした。これまでの英語、ビジネスという特色を両学科の垣根をなくし
て、建学の指針の一つである「社会性と国際性に富む女性」をさらに強く輩
出していける体制になった。
　ここで、短大教育の歴史を振り返って、いくつかの点で教育と研究を見て
いきたい。
　まず、情報化という点で振り返ると、開学時は経営科、英語科という 2科
体制から短大教育は始まった。当時、経営科の講師として若手のひとりとし
て赴任した私は、大学院の頃に、日本で初めて作られた東芝の和文ワープロ
をマニュアル片手に必死で使用した経験があったためか、情報教育の走りと
もいえる授業を担当することになった。専門の人事管理論の授業は 2年次か
らのスタートで、私にとっても機器を使う教育は初めてであった。当時は情
報化という言葉すらまだ使われていなかった記憶があり、ワープロ、ファク
シミリ、パーソナルコンピュータがOA機器の三種の神器とも呼ばれ、企業
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でも機器はやっとオフィスに入ったものの、徹して使える人もまれで、OA
（オフィス・オートメーション）化という言葉がひとり歩きしていたように
思う。私の担当は、初年度は英文タイプライターを使った「タイプライティ
ング」というもので、二年目になり、ワープロ機器が導入され、ワープロ教
育が始まったことを昨日のことのように覚えている。
　学生とっての情報分野での短大教育の成果は、彼女たちの若い感性と努力
により、例えば綺麗で見やすく使いやすい資料や書類を短時間で作り上げる
能力を磨きあげた。さらに、社会にでて仕事に就いても見事な情報機器の活
用に、君はどこでこれらの能力を身につけたのかとよく聞かれたようだ。し
かも徹して学んだ知識も実社会で適応するものがたくさんあり、ある卒業生
は上司の話を聞きながら、短大時代の授業を思い出し、家に帰ってノートを
取り出し、話の内容を確認し、翌日には上司とその話ができたようで、さら
に信頼と自信の学びを深めることができたというエピソードもたくさん生ま
れた。
　その後、世の中は変化の連続であり、情報機器の進化、発展だけみてもす
さまじく、毎年のようにそれらの進化を先取りする教育へと短大教育にさま
ざまなものを取り入れていった。当初ビジネス文書をいかに綺麗に速やかに
作成できるかが主眼であった機器の活用やプログラミング能力の養成が、そ
の後ワードやエクセルなどのアプリケーションを使った情報機器の活用に変
化し、さらにパワーポイントを活用したプレゼン能力の向上へと進化をして
きた。プレゼン能力の向上は、各種発表会に反映され、大学コンソーシアム
八王子主催の学生発表会では、短大生の見事なプレゼンに対して他大学の教
員・学生からも高い評価をもらい、全体のプレゼン能力の底上げに貢献した
こともある。今年は４つのゼミから 12 件の参加があり、過去最高の件数と
なり新たな時代の幕開けを感じている。
　また、嬉しいことに短大開学 20 周年の頃から始まったマイクロソフトの
世界学生大会への挑戦は、0 周年で実を結び、日本代表として世界へ行く
ことができた。その上、ワード部門の世界第３位という栄冠まで勝ち取るこ
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とができたことは嬉しい出来事であった。そして毎年、日本代表選考の上位
に短大生が名を連ねている。
　さらに、インターネットの普及は情報化を進め、現在の iPad を全員に配
付して、アプリまで作り、授業に活用する体制はもう 10 年近く前に全国に
先駆けて始めることとなった。そのたびに教員や学生が活用能力の向上に取
り組んできた。今は学生には当たり前、教員もほぼ全員が使いこなし、教授
会でもペーパーレスとなっている。
　また、開学当時は男女雇用機会均等法の元年ともいえるときで、女性の
社会進出が進み始め、女性の力が社会に変化を突きつけ始めた時代でもあった。
当初は全員が就職という短大の方針もあり、社会で有為な女性リーダーとな
るための基礎力を短大で築くとの目標へ全力投球であったと感じている。秘
書や客室乗務員などは一つのキャリアモデルとして、女性の活躍の象徴でも
あった。そのため英語力や情報機器活用能力の育成は重要な課題となった。
１期生から毎年のように大手航空会社の客室乗務員や地上勤務のスタッフを
輩出し、また大手企業の役員秘書を務める卒業生も輩出し、現在、海外で起
業し CEOとして活躍したり、大企業の執行役員となる卒業生が誕生するな
ど活躍の舞台は広がっている、さらに、短大で培った英語力を活かし海外
へ雄飛し、国連職員や世界銀行で活躍する先輩たち、また国内で公認会計士、
税理士なども輩出している。
　このように、社会で通用する実践的な力、とりわけ情報機器活用力と英語
力は短大教育の大きな成果となっていった。短大教育は社会で実践的な力と
知識を身につけて、活躍できる学生を育てているとの評判で、多くの会社や
業界からお褒めの言葉もいただいている。
　これらは単なる一つの例かも知れないが、短大時代に「学びに挑戦した
心」は社会でも継続的に学びを深め、何よりも、全国、全世界で地域や社会
にあって「負けない心」を磨いた女性集団が短大時代の青春を誇りにしなが
ら、創価教育のネットワークを広げ、姉妹の絆も強く、深く、友情と人生の
苦闘を乗り越えながら一大勢力を作り上げている。また、短大時代の「学び
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への挑戦」は、人格を磨き、負けない心を磨き、人生を輝かせる土壌を作り
上げている。
　この数年、短大を取り巻く環境の変化は激しく、定員割れをする短大や名
門といわれた短大が募集停止や廃止に追い込まれるなど、短期大学という制
度そのものの見直しが始まっている。例えば、さらに新たな職業選択の道と
して、明年度より、専門学校での準学士の認定に加え、専門職大学・専門職
短期大学がスタートする。短大という制度の中でどう特色を鮮明にしていく
のか。この数年、学長を中心に議論を尽くし、新たな道を模索しさまざまな
改革を進めてきた。
　「教育」と「研究」は大学の両輪である。開学以来、この創価女子短期大
学紀要に掲載された数多くの論文、さらに研究ノートなどは、教員一人ひと
りの教育力を高め、短大教育の支えとなってきた。学生の成長を願い多忙な
教員生活の中で、コツコツと地道に研究活動に励んできた教員一人ひとりの
汗の結晶でもある。
　これからも私たち教員が一つひとつを大切にして、いい教育とはなにか、
そのために私たちができる研究とは何かと問い続けながら、この短大紀要を
活用し、さらに短大教育の進化を作り出していくことを誓いとしていきたい。
そしてこれからは冬の厳しさを覚悟し、私たちの教育力で、必ずや春を迎え
ゆくとの決意のままに、教育研究に努力していきたい。
　「国際ビジネス学科」の１期生から始まる短大教育の新たな歴史を、とも
に作り上げ、教育内容と教育手法、さらに研究への挑戦の日々を送っていき
たいと決意している。
